
メ
ガ
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め
と
す
る
大
手
銀
行
と
同
様
に
、
地
域
金
融
機
関
（
と
り
わ
け
地
方
銀
行
）
も
最
近
で
は
証
券
ビ

ジ
ネ
ス
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
証
券
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
っ
て
も
、
地
銀
の
場
合
、
中
軸
は
個
人
客
へ
の
証
券
販
売
す
な
わ
ち
リ

テ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
な
の
で
あ
る
が
、
地
域
的
な
隔
た
り
や
相
違
も
あ
っ
て
、
包
括
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
多
く
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
地
方
銀
行
は
、
投
信
窓
販
だ
け
で
は
な
く
、
こ
こ
数
年
、
証
券
子
会
社
の
設
立
や
金
融
商
品
仲
介
業
な
ど
多
面
的

な
ル
ー
ト
を
通
じ
て
多
様
な
証
券
販
売
政
策
を
と
り
は
じ
め
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、（
１
）
地
方
銀
行
の
投
信
窓
販
の
状
況
、

（
２
）
証
券
子
会
社
の
状
況
、（
３
）
金
融
商
品
仲
介
業
お
よ
び
銀
行
証
券
共
同
店
舗
の
状
況
に
つ
い
て
、
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
。

１
　
地
銀
に
よ
る
投
信
窓
販
の
状
況

投
信
協
会
に
よ
れ
ば
、
本
年
四
月
末
現
在
、
契
約
型
投
資
信
託
の
純
資
産
残
高
は
公
募
投
信
六
五
・
四
兆
円
、
私
募
投
信
三
〇
・

九
兆
円
、
合
計
九
六
・
三
兆
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
「
銀
行
等
登
録
金
融
機
関
」
で
販
売
さ
れ
、
そ
の
預
か
り
資
産
と
な

っ
て
い
る
額
が
、
公
募
投
信
二
七
兆
円
（
四
一
・
三
％
）、
私
募
投
信
二
二
兆
円
（
七
一
％
）、
合
計
四
九
兆
円
（
五
〇
・
九
％
）
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
統
計
数
値
に
は
、
銀
行
だ
け
で
は
な
く
信
用
金
庫
・
信
用
組
合
は
も
ち
ろ
ん
、
生
損
保
な
ど
、
金
商
法
の
定
義
に
お
い
て

「
登
録
金
融
機
関
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
よ
る
販
売
す
べ
て
を
含
ん
で
い
る
。
特
に
、
私
募
投
信
は
変
額
保
険
の
運
用
対
象
に
さ

（1）

地
方
銀
行
の
証
券
ビ
ジ
ネ
ス

二
上
季
代
司



れ
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
生
損
保
の
預
か
り
額
が
多
い
。

そ
こ
で
、
別
の
角
度
か
ら
見
た
も
の
が
表
１
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
金
融
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
誌
が
定
期
的
に
公
表
し
て
い
る
資
料
か

ら
の
抜
粋
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
九
年
九
月
末
現
在
、
全
国
銀
行
ベ
ー
ス
で
投
信
預
か
り
資
産
は
二
二
・
三
兆
円
と

な
っ
て
い
る
。
全
国
銀
行
の
中
で
地
銀
、
第
二
地
銀
を
合
計
す
る
と
大
手
銀
行
と
ほ
ぼ
同
額
と
な
る
。
ま
た
、
仮
に
こ
れ
が
全
額
、

公
募
投
信
で
あ
る
と
す
る
と
、
同
時
期
の
投
信
協
会
調
べ
に
よ
る
「
銀
行
等
登
録
金
融
機
関
」
経
由
の
預
か
り
資
産
は
四
五
・
三
兆

円
、
そ
の
う
ち
公
募
投
信
二
五
兆
円
で
あ
る
か
ら
、「
銀
行
等
登
録
金
融
機
関
」
の
う
ち
地
銀
の
販
売
シ
ェ
ア
は
三
二
・
八
％
、
第

二
地
銀
九
％
、
合
わ
せ
て
四
二
％
弱
と
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
銀
・
第
二
地
銀
の
投
信
窓
販
に
お
け
る
地
位
は
か
な
り
の
も

の
と
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
次
に
、
地
銀
・
第
二
地
銀
一
〇
八
行
の
う
ち
、
投
信
預
か
り
上
位
二
〇
行
を
見
る
と
、
表
２
の
よ

う
に
な
る
。
こ
の
二
〇
行
で
地
銀
・
第
二
地
銀
合
計
の
約
半
分
を
占
め
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
表
だ
け
で
は
、

何
ら
か
の
特
徴
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
大
手
銀
行
お
よ
び
そ
の
グ
ル
ー
プ
銀
行
の
投
信
窓
販
実
績
を
み
て
お
こ
う
。
表
３
が
そ
れ
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
大
手
銀
行
で
は
、
三
井
住
友
銀
行
が
投
信
預
か
り
資
産
額
で
ト
ッ
プ
で
あ
る
が
、
個

人
か
ら
の
預
か
り
資
産
額
に
占
め
る
比
率
（
投
信
預
か
り
資
産
÷
個
人
預
金
＋
投
信
預
か
り
資
産
）
も
高
く
、

グ
ル
ー
プ
銀
行
（
関
西
ア
ー
バ
ン
、
み
な
と
両
行
）
も
積
極
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
く
の
は
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
と
そ
の
グ
ル
ー
プ
銀
行
で
あ
る
が
、
個
人
の
総
預
か
り
資
産
額
に
占
め
る
投
信
の
比
率
か
ら
見
る
と
、

り
そ
な
グ
ル
ー
プ
は
か
な
り
積
極
的
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
東
京
・
関
東
地
区
よ
り
も
、
大

阪
・
関
西
地
区
の
ほ
う
が
投
信
窓
販
の
浸
透
度
が
高
い
、
あ
る
い
は
大
阪
地
盤
の
銀
行
の
ほ
う
が
投
信
窓
販

（2）

表１　銀行の投信窓販（預かり資産額）
（2009年９月末現在）

（出所）『金融ジャーナル』2010年１月号より引用

大 手 銀 行（11行） 11兆7,556億円
地 方 銀 行（64行） 8兆2,667億円
第２地方銀行（44行） 2兆2,628億円

合　計 22兆2,850億円



に
熱
心
ら
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

２
　
地
銀
の
証
券
子
会
社

次
ぎ
に
、
別
の
角
度
か
ら
、
地
銀

の
証
券
ビ
ジ
ネ
ス
を
見
て
お
こ
う
。

表
４
は
地
銀
に
よ
る
証
券
子
会
社
の

設
立
状
況
・
系
列
化
状
況
を
み
た
も

の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
第
一
に
地
銀
に

よ
る
証
券
子
会
社
の
設
立
や
系
列
化

は
二
〇
〇
六
年
以
降
、
加
速
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
年
は
、
金

融
商
品
取
引
法
が
公
布
さ
れ
、
翌
年

か
ら
の
施
行
を
控
え
た
年
で
あ
る
。

投
信
窓
販
に
お
い
て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
が
厳
し
く
な
る
と
の
予
想
が
強
ま
り
、
ベ
テ
ラ
ン
の
証
券
営
業
員
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
増
し
て
き
た
年
で
あ
る
。
ま
た
、
団
塊

世
代
が
六
〇
歳
の
退
職
年
限
に
差
し
掛
か
り
、
今
後
数
年
の
間
に
膨
大
な
退
職
金
が
支
払
わ
れ
る
た
め
、
預
金
以
外
の
多
様
な
金
融

資
産
の
品
そ
ろ
え
を
通
じ
て
、
そ
の
資
金
を
獲
得
し
よ
う
と
、
し
の
ぎ
を
け
ず
り
は
じ
め
た
年
で
も
あ
っ
た
。

（3）

表２　地銀・第二地銀の投信預かり資産額上位20行
（2009年９月末現在）

（注）１．第二地銀は「みなと銀行」と「関西アーバン銀行」のみ。
２．個人預かりに占める比率＝投信預かり資産÷（投信預かり資産+個人預
金残高）

３．下線の銀行は、証券子会社を傘下に収めている（表４を参照）
（出所）表１に同じ

個人からの預かり
資産に占める比率

1 6.70%

小　計
合　計

預かり資産額
(億円)

総額に占める
シェア

千葉 4,808 4.60%
2 横浜 4,322 4.10% 5.30%
3 福岡 3,361 3.20% 6.20%
4 常陽 3,069 2.90% 5.70%
5 北陸 2,915 2.80% 7.70%
6 群馬 2,913 2.80% 6.80%
7 近畿大阪 2,870 2.70% 10.00%
8 中国 2,567 2.40% 6.40%
9 足利 2,436 2.30% 7.30%

10 西日本シティ 2,338 2.20% 5.00%
11 みなと 2,198 2.10% 9.40%
12 八十二 2,043 1.90% 5.20%
13 大垣共立 1,997 1.90% 7.10%
14 広島 1,948 1.80% 4.90%
15 京都 1,862 1.80% 5.00%
16 山口 1,761 1.70% 5.50%
17 関西アーバン 1,733 1.60% 7.30%
18 南都 1,669 1.60% 4.90%
19 北海道 1,666 1.60% 5.60%
20 千葉興業 1,503 1.40% 8.80%

49,979 47.50%
105,295 100.00%



加
え
て
、
二
〇
〇
四
年
に
は
商
法
な
ら
び
に
「
社
債
等
の
振
替
に

関
す
る
法
律
」
の
改
正
に
よ
り
「
株
券
の
電
子
化
」
が
本
決
ま
り
と

な
り
、
本
券
を
自
宅
に
所
有
（
い
わ
ゆ
る
「
タ
ン
ス
株
券
」）
し
て

い
る
者
は
、
証
券
口
座
を
設
け
て
そ
こ
に
預
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
。
株
式
の
証
券
口
座
を
設
定
で
き
る
の
は
証
券
会
社
だ
け
で

あ
る
。
タ
ン
ス
株
券
は
地
方
に
多
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、
証
券
会
社

を
作
っ
て
顧
客
の
株
券
を
預
か
る
こ
と
で
、
顧
客
資
産
の
囲
い
込
み

を
図
ろ
う
と
い
う
意
図
が
働
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
子
会
社
化
の
方
法
と
し
て
、
会
社
分
割
・
営
業
譲
渡
に

よ
っ
て
既
存
の
証
券
会
社
か
ら
事
業
承
継
し
た
も
の
（
ワ
イ
エ
ム
、

ひ
ろ
ぎ
ん
ウ
ツ
ミ
屋
、
浜
銀
Ｔ
Ｔ
、
西
日
本
シ
テ
ィ
Ｔ
Ｔ
の
四
社
）

や
、
地
場
証
券
を
買
収
し
た
も
の
（
新
潟
、
八
十
二
、
中
銀
証
券
の

三
社
）
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
新
設
に
よ
る
も
の
は
三
社
の
み
で

あ
る
。
既
存
の
営
業
員
や
顧
客
関
係
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
経
営
資
源

を
引
き
続
き
利
用
で
き
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
な
の
で
あ
ろ

う
。以

上
が
、
地
銀
の
証
券
会
社
の
子
会
社
化
・
系
列
化
の
背
景
と
考

え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
次
に
前
掲
表
３
の
投
信
預
か
り
上
位
二

（4）

表３　大手銀行における投信窓販の実績と浸透度
（2009年９月末、単位：億円）

（注）「びわこ銀行」の数字は、外数である。
（出所）表１に同じ。

三井住友FG 東京三菱UFJFG
投信預か
り資産

個人預金
個人預かりに
占める比率

投信預か
り資産

個人預金
個人預かりに
占める比率

三井住友銀行 26,916 351,722 7.1%
三菱東京
UFJ銀行

21,463 538,672 3.8%

関西アーバン
+（びわこ）

1,733
（690）

22,035
（8,015）

7.3%
（7.9%）

三菱U F J信
託

11,880 98,232 10.8%

みなと銀行 2,198 21,206 9.4% 小計 33,343 636,904 5.0%
小計 31,536 402,978 7.3%

みずほFG りそなＨ
投信預か
り資産

個人預金
個人預かりに
占める比率

投信預か
り資産

個人預金
個人預かりに
占める比率

みずほ銀行 11,870 331,055 3.5% りそな 10,409 114,455 8.3%
みずほ信託 3,786 22,961 14.2% 埼玉りそな 6,678 74,205 8.3%
小計 15,656 354,016 4.2% 近畿大阪 2,870 25,820 10.0%

小計 19,957 214,480 8.5%



（5）

表４　地方銀行の証券子会社

（注）山口ファイナンシャルグループは山口銀行ともみじ銀行の持ち株会社である。
（出所）日本証券業協会「証券業報」、新聞報道、各社ホームページ等より作成

所在 社名
親銀行

（出資比率）

設立年（または
子会社・関連会
社化した年）

備考

静岡県
静銀ティーエ
ム証券

静岡銀行
（子会社含め
85.1%）

2000年12月
静岡銀行と東京三菱銀行（当時）等と
の共同出資により設立。三菱東京UFJ
銀行（14.9%）、14店

新潟県 新潟証券
第四銀行
（47.0%）

2006年３月
オーナー株主より株式譲受、第四銀行
グループ入り。16店、209名（2008年
４月現在）

長野県 八十二証券
八十二銀行
(100%)

2006年４月
アルプス証券を買収、2007年９月商号
変更。県内12店、163名（2009年６月
末現在）

山口県・
広島県

ワイエム証券
山口ファイナ
ンシャルグル
ープ（60%）

2007年８月

会社分割により東海東京証券の山口、
広島エリア内支店リテール業務を承継
して設立、東海東京ファイナンシャル
ホールディング（40%）、山口県７店、
広島県５店を中心に13店

茨城県 常陽証券
常陽銀行
（100%）

2007年11月
常陽銀行の全額出資で設立。４店、52
名（2010年２月現在）

広島県
ひろぎんウツ
ミヤ証券

広島銀行
（50%）

2008年１月

ウツミ屋証券の会社分割により、証券
業務（トレーディング業務等を除く）
を承継。広島銀行への第三者割当増資
と同時に現社名に商号変更、広島県内
14店、山口県内６店を中心に26店、
250名

神奈川県 浜銀TT証券
横浜銀行
（51%）

2008年７月

会社分割により東海東京証券の神奈川
エリア内支店リテール業務を承継して
設立、東海東京ファイナンシャルホー
ルディング（4 9 %）、９店、1 5 2名
（2010年４月現在）

岡山県 中銀証券
中国銀行
（81%）

2009年６月

津山証券の筆頭株主（コスモ証券）よ
り全株を譲り受け子会社化、同時に現
社名に商号変更。３店、80名（2010年
５月現在）。

三重県 百五証券
百五銀行
（100%）

2009年８月 百五銀行の全額出資で設立

福岡県
西日本シティ
TT証券

西日本シティ
銀行（60%）

2010年５月

会社分割により東海東京証券の福岡エ
リア内支店リテール業務を承継して設
立、東海東京ファイナンシャルホール
ディング（40%）、３店。



〇
行
の
顔
ぶ
れ
と
見
比
べ
る
と
、
次
の
こ
と
が
わ
か
る
。
第
一
に
、
表
４
の
一
〇
社
の
親
銀
行
の
う
ち
、
七
行
ま
で
が
表
３
の
上
位

二
〇
行
圏
内
に
入
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
投
信
窓
販
に
熱
心
な
銀
行
は
、
証
券
会
社
系
列
化
に
も
熱
心
ら
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
子
会
社
化
に
ま
で
至
ら
な
く
て
も
、
当
該
証
券
会
社
の
筆
頭
株
主
あ
る
い
は
大
株
主
で
あ
っ
た
り
す
る
場
合
も
多
い
（
１
）。

し
か
し
、

比
較
的
早
く
証
券
子
会
社
を
設
立
し
た
静
岡
銀
行
の
投
信
預
か
り
資
産
は
、
わ
ず
か
一
五
六
億
円
（
個
人
預
か
り
に
占
め
る
比
率
は

〇
・
三
％
、
二
〇
〇
九
年
九
月
現
在
）
に
す
ぎ
な
い
。
同
行
の
場
合
、
投
信
販
売
は
証
券
子
会
社
に
集
約
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
後

述
）。第

二
に
、
証
券
子
会
社
化
に
熱
心
な
銀
行
は
、
中
国
・
北
九
州
地
方
（
中
国
、
広
島
、
山
口
、
西
日
本
シ
テ
ィ
）
な
ら
び
に
関
東

甲
信
越
（
横
浜
、
常
陽
、
新
潟
、
八
十
二
）
に
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

３
　
地
銀
の
金
融
商
品
（
証
券
）
仲
介
業
と
共
同
店
舗

地
銀
の
多
く
は
大
手
証
券
（
野
村
、
大
和
、
日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
等
）
の
ほ
か
、
証
券
子
会
社
あ
る
い
は
地
場
の
親
密
証
券
と
も

仲
介
業
契
約
を
締
結
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
銀
行
店
舗
内
に
証
券
ブ
ー
ス
を
設
け
、
こ
れ
ら
証
券
子
会
社
と
の
共
同
店
舗

に
し
て
銀
行
顧
客
網
を
開
放
、
利
用
さ
せ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

銀
行
本
体
で
扱
え
る
商
品
は
、
金
融
商
品
取
引
法
な
ど
法
制
上
か
ら
、
国
債
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
債
の
ほ
か
投
信
な
ど
一
部
に

限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
以
外
の
株
式
や
仕
組
み
債
等
を
扱
う
た
め
に
は
、
仲
介
業
契
約
あ
る
い
は
共
同
店
舗
の
チ
ャ
ネ
ル
を
通

じ
て
、
証
券
会
社
へ
の
取
次
ぎ
の
形
で
銀
行
顧
客
に
商
品
提
供
す
る
以
外
に
な
い
。

も
っ
と
も
、
仲
介
業
の
場
合
、
外
債
や
仕
組
み
債
等
、
複
雑
な
商
品
の
仕
入
れ
・
取
扱
で
は
、
地
場
の
証
券
子
会
社
で
は
対
応
で

き
な
い
場
合
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
取
次
ぎ
先
と
し
て
大
手
証
券
等
と
仲
介
業
契
約
を
締
結
す
る
場
合
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
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場
合
に
は
手
数
料
収
入
は
全
額
、
入
手
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
地
銀
の
仲
介
業
契
約
先
は
、
①
手
数
料
収
入
や
顧
客
資
産
囲
い

込
み
の
観
点
と
②
仕
入
れ
能
力
の
観
点
か
ら
、
大
手
証
券
と
地
場
の
証
券
子
会
社
・
親
密
証
券
会
社
の
間
で
使
い
分
け
て
い
る
場
合

が
多
い
。

と
こ
ろ
で
、
証
券
子
会
社
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
す
る
仲
介
業
と
共
同
店
舗
は
、
と
も
に
銀
行
顧
客
網
を
証
券
子
会
社
に
利
用
さ
せ
る

こ
と
で
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
を
図
る
手
法
で
あ
る
が
、
次
の
点
で
違
い
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
仲
介
業
で
は
銀
行
員
が
証
券
販
売
の
営
業

活
動
を
行
う
こ
と
か
ら
、
銀
行
員
の
教
育
・
研
修
な
ど
コ
ス
ト
負
担
の
ほ
か
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
上
の
負
担
が
、
契

約
先
の
証
券
会
社
の
ほ
か
銀
行
に
も
か
か
っ
て
く
る
。
他
方
、
共
同
店
舗
の
場
合
は
、
同
じ
店
舗
内
で
、
銀
行
員
と
証
券
営
業
員
が

同
じ
商
品
（
国
債
・
地
方
債
や
投
信
）
を
販
売
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
顧
客
が
混
乱
す
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
は
す
で
に
メ
ガ
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
も
意
識
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
は
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
証
券
と
証
券
仲
介
業
契
約
を
締
結
し
て
い
る
が
、
締
結
当
初
、
大
量
の
証
券
営
業
員
を
銀
行
に
出
向
さ
せ
、

銀
行
員
と
し
て
営
業
活
動
を
行
い
、
獲
得
し
た
注
文
を
古
巣
の
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
証
券
に
取
り
次
い
で
い
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の

場
合
、
教
育
・
研
修
の
コ
ス
ト
は
節
約
で
き
る
に
し
て
も
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
上
の
責
任
ま
で
銀
行
は
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

他
方
、
み
ず
ほ
銀
行
は
み
ず
ほ
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
ズ
証
券
と
共
同
店
舗
を
多
数
、
設
け
て
お
り
、
銀
行
と
の
連
携
に
よ
る
収
益
貢
献

は
、
み
ず
ほ
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
ズ
証
券
に
と
っ
て
無
視
で
き
な
い
ほ
ど
大
き
い
も
の
が
あ
る
（
２
）。

し
か
し
そ
の
半
面
で
、
み
ず
ほ
銀
行
本

体
の
投
信
販
売
は
三
井
住
友
や
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
に
劣
後
し
、
り
そ
な
銀
行
と
同
規
模
程
度
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い

る
。も

っ
と
も
、
仲
介
業
で
も
、
営
業
は
行
わ
ず
単
な
る
口
座
開
設
の
斡
旋
に
と
ど
め
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
そ
れ
を
除
く
と
、
営
業

展
開
を
伴
う
仲
介
業
が
主
か
、
そ
れ
と
も
共
同
店
舗
が
主
か
、
の
戦
略
の
違
い
は
、
地
銀
間
に
も
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
か
な
り

（7）



早
く
か
ら
証
券
子
会
社
（
静
銀
テ
ィ
ー
エ
ム
証
券
）
を
立
ち
上
げ
た
静
岡
銀
行
で
は
、
共
同
店
舗
一
四
店
を
設
置
し
（
二
〇
一
〇
年

四
月
現
在
）、
投
信
販
売
は
同
証
券
に
委
ね
、
銀
行
本
体
の
投
信
預
か
り
は
極
め
て
少
な
い
。

ま
た
、
山
口
Ｆ
Ｇ
で
は
、
傘
下
の
山
口
銀
行
、
も
み
じ
銀
行
の
店
舗
内
に
、
ワ
イ
エ
ム
証
券
の
店
舗
を
一
三
店
開
設
し
て
い
る
が

（
本
年
一
月
現
在
）、
こ
れ
ら
の
店
舗
で
は
、
原
則
、
投
信
も
販
売
せ
ず
、
株
式
、
債
券
は
も
ち
ろ
ん
投
信
販
売
も
ワ
イ
エ
ム
証
券
に

移
管
さ
せ
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
証
券
営
業
は
原
則
、
証
券
子
会
社
に
委
ね
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
分
業
を
明
確
に
し
て
い
る

わ
け
で
あ
る
。
他
方
、
こ
れ
と
は
逆
の
戦
略
を
と
っ
て
い
る
の
が
中
国
銀
行
で
あ
る
。
中
国
銀
行
は
、
中
銀
証
券
を
取
り
次
ぎ
先
と

す
る
仲
介
業
に
取
り
組
む
店
舗
数
を
倍
増
さ
せ
、
全
店
舗
の
八
割
近
く
に
ま
で
拡
大
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
（
３
）。

ど
ち
ら
が
良
い
か
は
一
概
に
決
め
ら
れ
な
い
。
地
銀
の
場
合
、
証
券
子
会
社
の
規
模
自
体
は
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
共
同
店
舗
で
営

業
を
担
当
で
き
る
証
券
営
業
員
の
数
も
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
証
券
子
会
社
を
傘
下
に
持
っ
て
い
て
も
、
本
体
で

銀
行
員
に
投
信
を
販
売
さ
せ
る
傍
ら
、
仲
介
業
を
通
じ
て
株
式
や
仕
組
み
債
の
販
売
取
次
ぎ
を
行
い
つ
つ
、
共
同
店
舗
で
証
券
子
会

社
に
顧
客
を
斡
旋
す
る
と
い
う
両
面
戦
略
を
と
っ
て
い
る
地
銀
も
多
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

注（
１
）

た
と
え
ば
、
千
葉
銀
行
―
中
央
証
券
、
福
岡
銀
行
―
前
田
証
券
な
ど
は
そ
の
事
例
で
あ
る
。

（
２
）

拙
稿
「
最
近
の
証
券
業
界
の
動
向
」『
証
研
レ
ポ
ー
ト
』
一
六
五
八
号
、
二
〇
一
〇
年
二
月
。

（
３
）

『
フ
ァ
ン
ド
情
報
』
二
〇
一
〇
年
四
月
二
六
日
、
五
月
一
七
日
。

（
に
か
み
　
き
よ
し
・
客
員
研
究
員
）
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